
第 18 回 法人会全国女性フォーラム「広島大会」の報告 

「今、みつめなおそう！ 

～多島美の瀬戸・豊かな里山から～ 」 

 

                          伊野法人会女性部会会⾧  谷岡 芳子 

 

２０２４年４月 18 日（木） 広島グリーンアリーナ にて  

全国女性フォーラムが開催され、全国から 1,700 名超の女性部会員が集いました。 

高知県連からは、２4 名（内､山本文明県連会⾧も参加）  

 

第１部 記念講演＜第一部＞ 

「音楽～師との出会い～今、我々に求められること～」 

下野 竜也 氏(広島交響楽団 桂冠指揮者)  

1969 年鹿児島生まれ。鹿児島大学教育学部音楽科を経て、桐朋学園大学音楽学部付属指揮教室で学ぶ。 

2000 年､東京国際音楽コンクール＜指揮＞優勝と齋藤秀雄賞受賞、2001 年ブザンソン国際指揮者コン

クール優勝で、一躍脚光を浴びる。国内では、定期的にＮＨＫ交響楽団定期公演ほか主要オーケストラに

客演し、コンサート、放送などに登場している。ＮＨＫ大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」のテーマ音楽指揮

者、2017 年４月広島団総監督就任。2023 年 10 月ＮＨＫ交響楽団(Ｎ響)の正指揮者に就任。2024 年 4 月

広響桂冠指揮者就任。  

元々音楽家庭ではなかったが、キラキラしたトランペットに惹かれ､高校２年の時からピアノも習い始 

めた。指揮者によって、⾧く吹いたり、短く吹いたりと全く違う事に、どんどん音楽の世界、指揮者に 

なりたいと思い､現在に至る。 

 

 

第 2 部 大会式典 

・国歌斉唱、歓迎の挨拶、女性部会スローガン唱和 

「わたしたち法人会女性部会は 法人会組織一員として 研修、交流を通じた 

部会員の資質向上と社会への貢献をめざす法人会活動の充実に努めます」 

・来賓挨拶 

国税庁課税部⾧、全法連会⾧、広島県連会⾧、広島県知事、広島市⾧ 

等々頂きました。 



 

 

全法連女連協会⾧ 異島 明子 氏 

私たちは、税のオピニオンリーダーとしての役割を認識し､法人会活動の充実・活性化への寄与に 

努めながら、税の啓発活動や地域社会への貢献活動に取り組んでおります。女性経営者として自らの

資質向上を図るとともに多様化する法人会活動の担い手としても大きな役割を果たしています。 

特に、「税に関する絵はがきコンクール」は、平成２４年度から国税庁にご後援いただき、令和 4

年度には、全国すべての会が実施し、応募学校数も最多となるほど女性部会の活動の大きな柱となっ

ております。毎年数多くの子ども達が、租税教育で学んだこと感じたことを豊かな感性と自由な表現

力で絵はがきに描いてくれることは大きな喜びであります。  

また、「食品ロス」削減の取り組みにつきましては、各地から「セミナーを開催して地域への周知 

を図ってます」「独自の啓発用ツールを作成・配布してます」との報告が届き、活動の輪の広がりを

実感し､嬉しく感じています。持続可能な社会を支えるために、一人ひとりの「心がけ」が重要にな

る取り組みです。「私たちに何ができるのか」を考えながら真剣に取り組んでいきましょう。 

私たち女性部会会員が、公益性の高い活動に取り組み社会に貢献すること､地域の発展や活性化に 

寄与することがどれだけ大切なことかをお話されました。  

  

広島県法人会女連協会⾧ 古屋 由利子 氏 

穏やかな瀬戸内海と雄大な中国山地の自然に囲まれた広島県は、「安芸」「備後」「芸北」「備北」

の４つのエリアで構成されています。また、「厳島神社」「原爆ドーム」の２つの世界文化遺産を

有し、「熊野筆」や「神楽」など様々な伝統工芸、文化が残る地域でもあります。 

 瀬戸内海に面した地域では、「広島かき」をはじめとする海産物や温暖な気候を利用した「広

島レモン」などの柑橘類の栽培も有名です。また、中国山地に囲まれた中山間地域では、「三次

ピオーネ」なだ果物や秋の味覚「松茸」もあります。 

「税に関する絵はがきコンクール」は､福山法人会が全国で初めて取り組んだ会でもあります。 

広島県法人会１６女性部会では､租税教室はもちろん､「食品ロス」削減の取り組みや地域社会へ

の貢献を目的とした各種講演会・研修会などの事業にも力を入れております。さらに、これらの

事業を実施するにあたり部会員相互の交流も重要と考え、交流会や親睦会も定期的に開催して

ます。 

また、本日の女性フォーラムが、全国の部会員との交流を通して絆をより一層深めていただく 

有意義な大会となりますようにお祈り申し上げます。 

 

第３部 懇親会 

開宴の挨拶、乾杯と続き､ 

 下野氏 指揮による演奏会 

アトラクション～「広島神楽」 

演者が蛇胴（１８メートル）をダイナミックに操る演目「八岐大蛇（やまたのおろち）」。出雲



の国に棲みつく人食い大蛇を須佐之男命（すさのおのみこと）が成敗する物語ですが、ストーリ

ーの展開､そして蛇胴が見せる「型」がとても素晴らしかったです。 

 

 

次回開催は、北海道です。 

令和 7 年 9/18(木) 札幌パークホテル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


